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数学 

(1)  

( )xf が で割り切れるとき、( )22 1+x ( ) ( ) ( )xgxxf 22 1+= とおける。た

だし、 ( は実係数の整式。 

( )
)xg

これより ，xf ( )xf ' を計算して ix = を代入すると、 ( ) ( ) 0',0 == ifif と

なる。逆に ( ) ( ) 0',0 == ifif のとき、 

( )( ) ( ) ( ) ( ) dcxxbaxxhxxf ++++++= 11 222 とおく。ただし、 ( )xh は実数

係数の整式、 は実数。これよりdcba ,,, ( )xf ' を求め、 0)( =if , ( ) 0' =if

を解くと 0==== dcba ( )xfとなり、 は ( ) で割り切れる。 
21+2x
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(2)  

( ) ( ) ( ) ( )111 114 −−−=− ++ nm xxxxgx （ ( )xh= とおく） 

( ) ( ) ( ) ( )xhxgxgx ''1 =+− より、 ( ) ( ) ( ) ( ) 0'0' ==⇔== ihihigig  

( ) nmiiih nm ≡⇔=⇔= ++ 110 ･･･① 

( )( ) ( ) nm xnxxmxh 145' 34 +−−+= + より、 

( ) ( ) ( ) 01450' =+−++⇔= nm iniimih ･･･② 

①の下で、 ，2のとき②の左辺の虚の部が消えないので不適。 0≡m

 (ア) のとき、②より 、 1≡m 8+= mn
(イ) のとき、②より  3≡m mn =

①より、求める必要十分条件は ( ) ( ) ( )34,3494,14, ++++= kkorkknm
( :非負整数) k
ただし，自然数 が 4 で割った余りが等しいとき qp , qp ≡ と書いた。 
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(2)  

OS⊥QR より、直線 OS： 0=− aybx 。 

これと直線 との交点を求めて、 l
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(3)  
O,S,P はこの順に同一直線にあり、△PQO∽△QSO である。OP:OQ=OQ:OS よ

り、OP:1=1:
22

1
  

ba +
∴OP=

22 ba + となり、 OP ＝ ( )OS22 ba +  

 

(4)  

(2)(3)の結果より ( )ba ,=ＯＰ   ∴ Ｐ ( )ba,  
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(2)  

 ( )attEP −−−= ,2,2 ， ( )asEQ −= ,0,0 で与式の正射影ベクトルを比較

して ( ) ( )( )0,012,22
3
4 kttk −+−−=⎟
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(3)  

（2）より， EQERER
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+−= で， z 成分を比較して， 
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(2)  

( ) ∞=
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x 0
lim と ( )xfy = のグラフを用いて， 0)( =xf の解の個数は， 
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(1)  

A が 回戦に勝ち上がる確率は ，B についても同様なので，求める

確率は 

k 1−ka
=⋅ −− 11 kk aa a 22 −k  

(2)  

B が 回戦より前に負ける確率は より，求める確率はk 11 −− ka )1( 11 −− − kk aa

[5] 
(3) 

 回戦で A と B が，対戦して A が優勝する場合と，対戦せずに A が優勝

する場合に分けて考えると，求める確率は 

k

( )

講評  

〔1〕（1） ( )xf を ( )22 1+x で割った余りを ( )( ) dcxxbax ++++ 12 とおくこと。 

（2） の代わりに，( )xg ( ) ( ) ( )xgxxh 1−= の条件を考えることにより計算が

大幅に楽になる。しかし，難問である。 

 

〔2〕極と極線の有名問題。方程式，ベクトルを使うか，図形的考察を

用いるか，適切に判断して要領よく解きたいところ。 

 

〔3〕見た目は複雑だが落ち着いて計算すれば易しい問題である。 

 

〔4〕標準的な問題。これもしっかり得点したい。 

 

〔5〕問題文に文字定数が多く，戸惑ったかもしれないが，落ち着いて

やればこれも決して難しくはない。（1）・（2）は，答えに が入らず，

焦った生徒もいるかもしれないが気にしないこと。 

n

 

全体講評 

medika 大阪医科大学（後）直前講習において，前期と同じ 5題の出題

であり，またその 5 題中 1 題が空間ベクトル，1 題が微分積分，1 題が

確率からの出題と予想したが予想が的中した。講習会受講生は落ち着い

て試験が受けられたであろう。今年から後期も記述式に変更され，昨年

と比較して分量はやや増加，難易度は〔1〕の分だけ上がった，と言え

る。合格の為には，〔3〕・〔4〕・〔5〕を完答して，〔1〕・〔2〕で部分点を

稼いで，80％程度は取りたい。 
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